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（
経
済
産
業
委
員
会
）

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
十
三
回
国
会

閣
法
第
七
二
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
独
占
禁
止
法
違
反
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
等
に
つ
い
て
、
審
判
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
意
見
聴
取

の
た
め
の
手
続
の
整
備
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
審
判
制
度
等
の
廃
止

１

審
判
官
及
び
審
判
制
度
に
係
る
規
定
を
廃
止
す
る
。

２

実
質
的
証
拠
法
則
及
び
新
証
拠
提
出
制
限
に
係
る
規
定
を
廃
止
す
る
。

二
、
排
除
措
置
命
令
に
係
る
意
見
聴
取
の
た
め
の
手
続
等
の
整
備

１

排
除
措
置
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
排
除
措
置
命
令
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
に
つ
い
て
、
意
見
聴
取
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

意
見
聴
取
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
事
件
ご
と
に
指
定
す
る
そ
の
職
員
（
以
下
「
指
定
職
員
」
と
い
う

）
が
主
宰
す

。

る
。
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３

排
除
措
置
命
令
に
係
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て
、
当
事
者
に
よ
る
代
理
人
の
選
任
、
証
拠
の
閲
覧
・
謄
写
及
び
意
見
聴
取

の
期
日
に
お
け
る
意
見
申
述
・
審
査
官
等
に
対
す
る
質
問
、
予
定
さ
れ
る
排
除
措
置
命
令
の
内
容
等
の
審
査
官
に
よ
る
説

明
、
指
定
職
員
に
よ
る
調
書
・
報
告
書
の
作
成
に
係
る
規
定
等
の
整
備
を
行
う
。

４

公
正
取
引
委
員
会
は
、
排
除
措
置
命
令
に
係
る
議
決
を
す
る
と
き
は
、
調
書
及
び
報
告
書
の
内
容
を
十
分
に
参
酌
し
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
課
徴
金
納
付
命
令
及
び
競
争
回
復
措
置
命
令
に
係
る
意
見
聴
取
の
た
め
の
手
続
等
の
整
備

１

二
の
手
続
は
、
課
徴
金
納
付
命
令
及
び
競
争
回
復
措
置
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

公
正
取
引
委
員
会
は
、
競
争
回
復
措
置
命
令
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
意
見
聴
取
に
係
る
通
知
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
当
該
事
業
者
の
営
む
事
業
に
係
る
主
務
大
臣
に
協
議
し
、
か
つ
、
公
聴
会
を
開
い
て
一
般
の
意
見
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
排
除
措
置
命
令
等
に
係
る
訴
訟
手
続
の
整
備

１

排
除
措
置
命
令
等
に
係
る
抗
告
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
の
専
属
管
轄
と
す
る
と
と
も
に
、
東
京
地
方
裁

判
所
に
お
い
て
は
、
三
人
又
は
五
人
の
裁
判
官
の
合
議
体
に
よ
り
審
理
及
び
裁
判
を
行
う
。



- -3

２

控
訴
等
が
提
起
さ
れ
た
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
五
人
の
裁
判
官
の
合
議
体
に
よ
り
審
理
及
び
裁
判
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

五
、
罰
則
規
定
の
見
直
し

審
判
制
度
に
係
る
罰
則
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
。

六
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

七
、
検
討

政
府
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
事
件
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
を
行
う
手
続
に
つ
い
て
、
我
が
国
に
お
け
る
他
の
行
政
手
続

と
の
整
合
性
を
確
保
し
つ
つ
、
事
件
関
係
人
が
十
分
な
防
御
を
行
う
こ
と
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
こ
の
法
律

の
公
布
後
一
年
を
目
途
に
結
論
を
得
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
。


